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研究成果の概要（和文）： 
世界文化遺産は、種々の災害をくぐり抜けた記憶の継承者である場合が多い。国際的な保存修

復理念としては、アテネ憲章、ベニス憲章、奈良ドキュメント等があるが、地震崩壊後の復旧

規定がない。文化遺産防災リマ宣言 2010 は、脆弱性が高いが地震災害後の再建が容易な木やア

ドベ等の遺産保存に関して、新たな国際理念となりつつある。今後は、各国イコモスが自国の

風土に応じた災害後の修復理念を構築することが期待される。 

 
研究成果の概要（英文）： 
World Cultural Heritage sites are often the vehicles of memory of past disasters. The 

international conservation principles like Athens Charter, Venice Charter and Nara 

Document do not have the provision on the reconstruction of collapse by earthquake. The 

Lima Declaration for disaster risk management of cultural heritage (2010), providing new 

conservation approach in the seismic zones, expects each ICOMOS N.C. would consider its 

own conservation concepts after the disasters.  

 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２０１１年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

２０１２年度 5,800,000 1,740,000 7,540,000 

総 計 13,300,000 3,990,000 17,290,000 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学、建築史・意匠 
キーワード：災害・世界遺産・保存修理・保存理念・国際比較 
 
１．研究開始当初の背景 

（１）東アジア地域における建築史学の国際

的な共同研究が進展する中で、建築史学と不

即不離の関係にある文化遺産保存学分野で

の国際的な共通理解の形成が課題となって

いる。しかし文化遺産保存学分野では、すで

に世界遺産という東アジアを超えたグロー

バルな枠組みが存在し、日本をはじめとした

東アジアの木造建築文化遺産はその各国内

での保存修復理念等においても、人類共通の

遺産として、国際的な対応に迫られている。 

 

（２）文化遺産保存が文化外交の手段となり、

海外での戦乱や大災害の後の平和構築や復

興の局面で、文化遺産の防災や構造補強を含

めた保護対策のために、日本から専門家が派
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遣されるケースも増えている。カンボジア、

インドネシア、イラン、中国などで、この数

年、長期的な保存修復に関わる場面も多く、

日本の専門家が国際的役割を果たす頻度は

高まっている。そこでは、インドネシアのプ

ランバナン遺跡の地震被害復旧事業のよう

に、過去の植民地体制下で行われた宗主国に

よる修復が、本来の構造的特性を非可逆的に

変えてしまったために起きる、新たな保存修

復の課題に直面することもある。また、カン

ボジアのアンコール遺跡のように、内乱終結

後に多数の国が各々異なる修復理念や手法

をもつ専門家を派遣することもある。 

 

（３）このような状況下では、世界全体の大

局的な状況の中で、東アジアの木造建築保存

の課題を、大きな枠組みとして理解すること

が必要となっている。その場合に、自己責任

でない自然的人為的災害のような世界共通

の原因による復旧等の局面を捉えて、保存手

法やその背景となる理念を把握できれば、比

較もしやすく共通の理解に至りやすい。すな

わち、遺産の災害脆弱性や復旧復興への社会

的な要求などへの理解を共有しつつ、現地の

実務家と共に研究できれば、相手方の遺産の

特性や保存上の課題をストレートに把握で

き、比較考察が容易になると考えられた。 

 

（４）このような観点から、本研究は、西欧・

中南米・南アジア・東南アジア・東アジア・

太平洋地域という世界各地の異なる建築構造

文化圏で、石造・煉瓦造・アドベ造・版築木

混合構造・キンチャ造・煉瓦木混合構造・木

造などの構造別に、各種の災害や過去の不適

切な修復に関わる文化遺産の保存修復事例で

の手法や理念を比較検討し、そのうえで、日

本イコモス国内委員会憲章小委員会と海外専

門家の協力を得て、東アジアや日本での木造

建築の保存修復理念の課題を明らかにしよう

としたものである。 

 

２．研究の目的 

（１）最近の東アジアでの建築史学の国際的

共同研究の進展にあわせて、文化遺産保存分

野での保存修復の手法や理念での国際的な共

通理解の形成が大きな課題となっている。本

研究では、世界遺産という国境を越えた人類

共通の枠組みに対応して、木造組積造建築等

の災害後の脆弱性克服という共通課題に対す

る、世界各地での文化遺産保存修復事例に着

目して、現地調査に基づく比較考察を行い、

1994年の国際的合意文書「オーセンティシテ

ィに関する奈良ドキュメント」が提起した価

値評価項目である意匠材料技術等の項目と関

連して、国際学術NGOであるICOMOS ICORPと

連携して、東アジアや日本での木造建築遺産

の特質や保存手法に基づく保存修復理念を、

検討考察しようとしたものである。 

 

（２）世界各地の建築文化圏のなかから、西

欧（ギリシャの石造と煉瓦造、ロシアの木

造）・南米（ペルーの石造・煉瓦造・アドベ造・

キンチャ造等）・南アジア（ネパールのアドベ

煉瓦木混合造、ブータンの版築木混合構造）・

東南アジア（カンボジアの石造及びラオスの

煉瓦木造）・東アジア（中国の木造、韓国の木

造と石造、台湾及び日本の木造）・太平洋地域

（木造）における、世界遺産やこれに準じる

代表的な文化遺産であり、地震・火災・台風

など各種災害や外国による過去の不本意な修

復からの保存修復が必要な事例を対象として、

相手国側の事業担当者や国際イコモス研究者

等との共同研究により、形態と意匠、材料と

材質、伝統と技術などの観点からそれらの具

体的な保存手法やそこから判明する保存理念

に関して比較考察し、最終的には東アジアや

日本での木造建築遺産の保存上の特質と課題

を、他の遺産保存との比較の中で総合的に検

討しようとしたものである。 

 

（３）3 年間の研究期間のうち、同じ環太平

洋地震帯に属する南米ペルー等については

全期間を通じて現地調査と比較考察を行い、

木造と組積造の構造の相違を超えた共通性

を把握することにつとめた。これに基づいて

日本イコモス憲章小委員会での日本の保存

理念の国際的な観点からの検討を行った。最

終年度においては、海外を含む研究者の協力

を得て小規模の研究集会を行い、総合的な比

較考察を行って、日本の特質課題を明らかに

することをめざした。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究は、世界各地の異なる建築構造

文化圏における、資料が入手しやすい世界遺

産建造物やこれに準じるものを対象として、

災害やこれに準じる自己責任でない平明な

事由で復旧や修復が必要な具体事例につい

て、研究代表者らが現地の担当者や学識経験

者の協力を得て実地調査を行い、その保存修

復の手法や理念をオーセンティシティに関

連する項目に着目して比較考察した。 

 

（２）この結果を、雑誌論文に発表し、海外

の学会での発表を行い、日本の木造建築遺産

を中心に、日本イコモス国内委員会の専門家



などの協力を得て、その保存修復理念につい

て総合的に整理検討し、国際的な共通理解の

形成に資するための国際研究集会を開催し、

また報告書等を印刷刊行した。 

 

（３）なお、初年度の末 2011 年 3 月に発生

した東日本大震災は、世界最大級の M9 であ

ったにもかかわらず、世界遺産暫定目録候補

の平泉中尊寺等への大きな被害はなく、むし

ろ次の海溝型大地震が世界遺産集中地域で

ある関西で起きる懸念が高まっている。この

地域の世界遺産建造物では、文化遺産保護が

始まった 19世紀以来大きな地震被害が無く、

阪神大震災でも近代の洋風建築を中心に被

害が大きかったが、伝統木造建築では直接の

被害は少なかった。むしろ大地震が連動して

起こす同時多発火災や津波、放射能汚染のよ

うな複合的災害への懸念が高まっている。 

 

４．研究成果 

（１）多くの個別事例から引き出される結論

は、災害後の文化遺産の保存修復のあり方は、

その社会一般の復旧と密接な関連がある、と

いうことである。社会一般の復旧は、次の災

害に備えてより安全な新築を通じて進めら

れるが、一方で多くの失われた記憶、とくに

個人的な強い絆がある家族や、帰属する地域

社会で共有してきた記憶に関する事物を保

存したい、という願望も強い。 

 

（２）世界遺産の場合は、多くは国を代表す

るような記憶の場であるために、過去の多く

の種々の災害をくぐり抜けて現代に伝えら

れている。災害を受けにくい立地環境、災害

後の復旧や良好な維持管理を継続しやすい

建造物の構造、それらを実現できる地域社会

組織など、その遺産が建設された当時から備

わる、長期にわたる記憶の継承者としての資

格を備えている場合が多い。 

 

（３）世界遺産では、各地の風土に根ざした

固有な建築材料、生み出した社会が形成した

意匠形態と環境、機能が生きている場合には

現在も維持管理が可能な技術、などが共通し

て存在する。災害後の復旧は不可欠であるが、

その保存修復理念としては、具体的な手法の

段階では、その遺産を構成する材料・技術の

ありようによって異なるのは、すでに aアテ

ネ憲章（1932 年）、b ベニス憲章（1964 年）、

c奈良ドキュメント（1994 年）などの保存理

念形成史のなかで知られている。耐久性の高

い石造建築文化圏で形成された ab の採択地

は、しかし地震帯として多くの遺跡を生み出

した場所でもあり、崩壊した建造物の再建に

ついての規定を用意していないのは不思議

である。C の採択地は耐久性の低い木造建築

文化圏にあり、ab とは異なる文化的な多様性

の尊重を中心的な理念としているが、やはり

地震帯にありながら、災害復旧等の規定がな

い。石造建築文化圏が制定したドレスデン宣

言（1982 年、戦争破壊遺跡の再建理念）に対

応する規定を、直接的には置いていない。 

 

（４）2010 年 12 月に開催した、ペルーでの

文化遺産防災危機管理に関する国際会議で

は、上記の問題についてペルー・イコモス専

門家達はアドベや木造などの脆弱性の高い、

しかし災害後の再建が比較的に容易な材料

で遺産を形成しているペルーと日本の立場

を踏まえ、文化遺産防災リマ宣言 2010 を採

択した。このリマ宣言は、パリ・イコモス本

部で主要な保存理念として 2011 年に採択さ

れ、ホームページを通じて世界に提示され、

さらにペルー・イコモスは自国のアドベ構造

の遺産の保存修復理念の再規定を 2012 年に

行った。この科研の研究成果は、具体的に国

際社会に働きかけるツールとして、すでに動

き始めている。今後は、各国国内委員会が自

国の建築素材に応じた災害後の修復理念を

構築することが期待されている。 
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